
■他人を家族に■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 403号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：謹賀新年  

 

新年あけましておめでとうございます。 

今年は元日が日曜日、二日が振替休日のため、今日から平日なんですね。 

会社勤めでない僕には、暦はあまり関係ないのですが、なにやら妙な気分です。 

いずれにせよ、正月気分は一区切りにして、今日から今年をスタートしたいと思います。 

・ 

ちなみに、まず初めにやることは、「株式会社なのに」の本社移転登記です。 

2006 年の創業以来、カミさんの実家（横浜市緑区）に所在していましたが、昨年の引っ越しを機に、笑恵館に

移転することにいたしました。 

これで、一般社団法人日本土地資源協会、NPO 法人 HOME-FOR-ALL に続いて僕が関わる 3 社目の法人登記

を行うことになり、名実ともに笑恵館が僕の活動拠点になります。 

このことは、僕の活動が世田谷中心になるのでなく、むしろここを基点に自由に展開できることを意図してい

ますので、これまで以上に皆さんからのお問い合わせ、ご相談をお待ちしています。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：他人を家族に 

 

我が家の正月は、89才の母を中心に 3人の子夫婦、7人の孫、そして 4人のひ孫が集結する。 

だが、皆が一堂に会するのは年に一度の正月だけで、昨年の 11 月からは母と妹の住む家に僕が朝晩通っている。 

幸いなことに、母はまだすこぶる元気だが、足腰が衰えてきて日常生活にも介助が必要になりつつある。 

だが、妹も僕も、母を介護施設に入れる気はさらさら無く、もちろん母も同様だ。 



それは決して「それが正しいから」でなく、「そうしたくない」からだ。 

いや、もっと正確に言うならば、「自分がそうされたくないから」と考える。 

介護施設に入るということは、僕にとって「一人暮らし」を意味するから。 

もしもすでに一人暮らしをしている人ならば、入居した施設の職員と暮らすことは「一人暮らしでなくなる」

ことを意味するかもしれないが、一人暮らしをしたことのない僕らは「施設の職員と暮らしたい」とは思わな

い。 

それは、施設の職員は家族ではないからであり、僕らにとっての一人暮らしとは、「家族と一緒に暮らさない」

ことだ。 

・ 

家族でない人を他人とよぶならば、他人と暮らすことも一人暮らしと変わらない。 

だから僕は、独り暮らしを防ぐために、身近な人を家族にすることを心がけている。 

今暮らしている笑恵館は、入会することで家族になれる「会員制のみんなの家」だ。 

そして、毎日食事に通っている母と妹の暮らす家は「日楽庵（ひらくあん）」と名付けたシェアハウスで、4 人

の同居人が家族として暮らしている。 

僕が入居した笑恵館アパート 202 号室に、同居人がいる訳ではないが、アパートの隣室や、笑恵館に出入りす

る会員たちはみな緩やかな家族だ。 

僕にとっての家族とは、親子や兄弟などの血縁者だけでなく、身近な他人も含まれる。 

そこで今日は、血縁でない家族の定義について、きちんと考えてみたい。 

・ 

先ほどの介護施設を例にとり、他人としての施設職員と、家族の違いについて考えてみよう。 

まず初めに思い当たるのは、家族は無償で面倒を見てくれるのに対し、職員が無償で働くことはあり得ない。 

家族はなぜ、無償で助け合うのか。 

それは恐らく、生まれた子供を親が無償で育てることから始まるのだろう。 

無償で子供を育てる親は、子どもからの感謝や見返りを期待するだろうし、子どもはその恩に報いたり期待に

応えようとする。 

こうしたやり取りこそが、「原始経済」と言われる経済行為の原点だ。 

はるか昔、まだ社会＝家族だったころ、貨幣が生まれるずっと以前の経済行為に、金銭の授受は存在しなかっ

た。 

やがて社会規模が拡大し、他人との経済行為が生まれると、持続しない単発の取引をその都度精算する必要が

貨幣を生み出したと考えられる。 

・ 

こうして生まれた貨幣経済が、社会規模の拡大に寄与したことは、持続的な信頼関係を必要としない他人社会

の確立を意味している。 

「金の力」は、「無償の家族に依存せずとも、有償の他人に依存できる力」となり、家族への依存から人々を解

放した。 

子どもの世話になりたくない親も、親の面倒を見たくない子も、そして誰の世話にもならず一人で自由に生き

たい人も、その願いを「金の力」で実現できる。 

こうして豊かになった人々は、自由な孤独を手に入れた。 

だが、それはほんの一部の人に過ぎないことを忘れてはならない。 

すべての人がそうなれる訳では無い上に、全ての人がそうなりたい訳では無い。 

問題は、そうなることを目指す多くの人が、そうなれなかった時に備えようとしていないことだ。 

・ 



僕は、お金の力を否定する気はないが、それに依存する気には絶対なれない。 

お金が無くなる心配をするのでなく、お金が有ることに喜びを感じたい。 

だから常にお金に頼らず、つまり他人に頼らず自分自身でできることをやりまくる。 

出来れば誰かのためになりたいし、誰かに頼まれたことにはできるだけ応えたい。 

誰にでも無償で相談に応じるのは、誰とでも家族になってみたいと思うから。 

僕が有償を求めるのは、あくまで持続的に依頼される証としてであって、決して成果報酬ではない。 

もちろん客からはお金をいただき、従にはお金を支払うが、共に主体となる家族や仲間とは、無償のやり取り

を基本としたい。 

・ 

友人 G君の便りの中に、「一年に一度、正月は親族とたわいない時間を過ごす。」とあり、共感した。 

親族とは血縁家族のことであり、ここから今日の思索が始まった。 

今年もまた、家族を作り増やしていく日々を始めたい。 

「他人を家族に変えること」こそが、僕のやりたいことだと、改めて思った。 

 

https://nanoni.co.jp/20230102/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：申込不要、〇：申込必要、×：一般参加不可 

 

■今週の予定 

（火）01/03 なのに（世田谷）作業日 

（水）01/04 なのに（世田谷）作業日 

（木）01/05 なのに（世田谷）作業日 

（金）01/06 なのに（世田谷）作業日 

検診×：11-12時 きりが丘眼科（霧が丘） 

（土）01/07 なのに（世田谷）作業日 

 交流◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 

（日）01/08 いづみ（横浜）作業日 

 交流◎：09-17時 いづみプロジェクト説明会（反町） 

   見学〇：15-16時 シェアヒルズ横浜（横浜） 

 交流〇：19-21時 名栗の森新年会（飯能） 

（月）01/09 なのに（世田谷）作業日 

 会議×：17-19時 HFA定例会（恵比寿） 

 交流×：19-21時 HFA新年会（恵比寿） 

 

■今後の予定 

01/10 会議〇：20-21時 LR定例営会議①（zoom） 

01/12 会議◎：笑恵館運営会議①（笑恵館） 

01/14 交流◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 

01/14 交流〇：18-21時 池尻ロマンス座新年会（） 



01/15 交流◎：09-17時 いづみプロジェクト説明会（反町） 

01/18 会議〇：11-14時 OforW運営会議＋新年会（zoom） 

01/19 会議×：10-11時 Sさん相談（笑恵館） 

01/19 会議×：20-21時 AR子ども書籍MTG（zoom） 

01/24 会議〇：20-21時 LR定例営会議②（zoom） 

01/26 会議◎：笑恵館運営会議②（笑恵館） 

01/30 会議×：15-17時 Sプロジェクト（笑恵館） 

02/04 会議×：20-21時 100smile会議（zoom） 

 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://localrepublic.jp/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 



6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


